
重信川中流域の野鳥

愛媛県立松山中央高等学校

バードウォッチング部



バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 部

部長 小  り|1 次 貞6

私たち松山中央高校バー ドウォッチング部は、重信川という恵まれた環境を活動

場所とし、これまでたくさんの野鳥を観察 してきました。その記録を日誌に付けて

いるうちに「この価値ある記録をそのまま眠 らしておくのはもったいない。」と考え

るようになり、今年に入ってからこの冊子の作成を思い付 きました。 しかし、なか

なか時間がとれなかった L、 記録も不十分であったりして、決 して満足のいくもの

はできませんで した。ただ、今後、後輩達がこの記録を受け継 ぎ、より充実 したも

のを作ってくれる資料になれば、と思っています。

ところで、この冊子を見るに当たって注意 しておいてほしいことがあります。ま

ず、調査場所と調査期間ですが、ここではバー ドウォッチング部の主な活動場所で

ある重信川中流域を調査区域 (P2参照)と 定めています。そして、そこにおける

部の記録 (1986年から1993年 6月 まで)と 部員の個人的な記録 (1988年以後)を整

理 し、それぞれの鳥について月ごとの記録の有無を分かりやすく表にまとめました。

つ ぎに、表 (P8～ P ll)に 関する説明ですが、そこに記されている「季節」、「出

現度」「時期」(斜線部分)と いうのは、今回集計 した記録 といろいろな資料を照らし

合わせて想像 したものであって、決 して確実なものではありません。また、「生活

場所」というのは、調査区域内だけにあてはまるものであって、他の場所でのそれ

と必ず しも一致 しない上、不十分な所もあります。これらのことを考慮にいれて見

てもらえれば、私たちの中央高校がどれだけたくさんの野鳥に囲まれたすばらしい

環境であるかということが、十分に分かってもらえるのではないかと思います。

このようなすばらしい環境がいつまで続 くのか分かりませんが、今後また、この

ような調査をする機会があったならば、これは重信川中流域における環境の変化を

知る貴重な資料となることと思います。それを期待 して、この冊子を残 していきた

いと思います。

は  じ め に
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●調査区 域 区分 図 ●

① 松山中央高等学校

② かきつばた浄水場

③ 豚 小 屋 周 辺

④ サ ンパ ー ク

⑤ 重  信  川

その他の区域

重信川の北側と南側

一面 薦

⑥
N
／

ムト

中川原橋 ③

⑤

300nl

⑥
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①l松山中央高等学校

校内で最も鳥の記録が多い場

所は、正門付近である。ほかに

は校舎のアンテナや芝生、てい

れぎの泉でも観察できる。スズ

メは校内のあちこちで繁殖 して

いる。

一
識 した鳥

―

留 鳥……キジバ ト・セグロセキ レイ・ ヒヨ ドリ・スズメ・ムク ドリ・ハ シボソガ

ラス・ハ シブ トガラス

夏  鳥……コシアカッバメ・ッバメ

冬 鳥……ツグミ

旅 鳥……キレンジャク 。
(ノ ゴマ・ヤブサメ 。オオルリ)

( )内 は落鳥

② かきつばた浄水場

かきつばた浄水場の西にある

2つ の低木林は、かつてゴイサ

ギとコサギのねぐらになってい

た。林内ではキジが繁殖 してい

たようである。

―
記録 した鳥

―

留 鳥……ゴイサギ・コサギ 。キジ 。キジバ ト・ヒヨドリ。モズ・スズメ・ムクド

リ。ハシボソガラス・ハシブ トガラス

夏 鳥……ッバメ

冬 鳥…… トラツグミ・ツグミ

旅 鳥……コイカル・コムクドリ

その他……コジュケイ
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③ 豚小屋周辺

豚小屋そのものよりも、その

用水路に鳥が多い。珍 しい鳥が

現れることがあるので、観察す

る時は気をつけた方がよい。

レンカクという迷鳥がきたとい

う話がある。

一
言己録 した鳥

―

留 鳥……カイツブリ・ゴイサギ・コサギ・ダイサギ・アオサギ 。バン・イソシギ・

キジ 。キジバ ト・カワセ ミ。キセキレイ・セグロセキレイ 。ヒヨドリ・

モズ・セッカ・ホオジロ・カワラヒワ 。スズメ 。ムクドリ。ハシボソガ

ラス・ハシブ トガラス

夏 鳥……ヨシゴイ・ツバメ 。オオヨシキリ

冬 鳥……マガモ・コガモ・ヒドリガモ・クサシギ・タシギ・ハクセキレイ 。ジョ

ウビタキ・ツグミ・アオジ・オオジュリン

旅 鳥……シマアジ・アジサシ・クイナ 。キアシシギ・ノビタキ 。キビタキ

④ サンパーク

部の活動場所から外れている

こともあって、あまり記録がな

い。周辺部の林や、中にある芝

生には鳥が多いと思われるが、

中に入れないため未確認である。

一
言己録 した鳥

―

留 鳥……キジバ ト・ヒヨドリ。モズ 。カワラヒワ・スズメ 。ムクドリ・ハシボソ

ガラス・ハ シブ トガラス

鳥……ッバメ

鳥……ツグミ

夏

冬
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⑤ 重 信 川

部の活動場所の中心である。

河原 。草地・葦原・低木林など

いろいろな環境があり、それぞ

れの場所でさまざまな野鳥が生

活 している。そのため、水辺の

鳥だけでなく、山野の鳥も多く

見られる。

―
識 した鳥

―

留 鳥……カイツブリ・ゴイサギ・コサギ・ダイサギ・アオサギ 。バン・イカルチ

ドリ。イソシギ 。トビ・ハヤブサ 。キジ 。キジバ ト・カワセ ミ・ヒバリ・

キセキレイ・セグロセキレイ 。ヒヨドリ。モズ 。ウグイス・セ ッカ 。ホ

オジロ 。カワラヒワ・スズメ 。ムクドリ・ハシボソガラス・ハシブ トガ

ラス

夏 鳥……コアジサシ・ササゴイ・アマサギ 。チュウサギ・ヒクイナ・コチ ドリ・

コシアカッバメ 。ッバメ 。オオヨシキリ

冬 鳥……マガモ・カルガモ・コガモ 。オナガガモ・ヒドリガモ・ユリカモメ・タ

グリ・クサシギ・タシギ 。オオタカ・ハイタカ 。チヨウゲンボウ 。コミ

ミズク・ハクセキレイ 。タヒバリ。ジョウビタキ 。シロハラ・ツグミ・

ツリスガラ・メジロ・カシラダカ・ホオアカ・アオジ・オオジュリン

旅 鳥……シマアジ・ムナグロ 。ケリ・ トウネン・ウズラシギ・ハマシギ・ッバメ

チ ドリ・タカブシギ 。コアオアシシギ 。キョウジョシギ・アオアシシギ・

キアシシギ・チュウシャクシギ・アマッバメ・ビンズイ・アカハラ・コ

ムクドリ

その他……クロサギ・ ミサゴ
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⑥ その他の地域

① ～ ⑤の区域以外の場所のうち、区域内から鳥を見ることができる範囲を指す。

特に冬、重信川の北側に広がる田畑には鳥が多い。

―
記録 した鳥

―
重信川 の北側

留 鳥……ゴイサギ・コサギ 。アオサギ・ トビ。キジ。キジバ ト・ヒバリ。セグロ

セキレイ 。ヒヨドリ。モズ 。ウグイス・セッカ・ホオジロ・カワラヒワ 。

スズメ・ムクドリ・ハシボソガラス・ハシブトガラス

夏 鳥……アマサギ・アオバズク・コシアカッバメ・ツバメ

冬 鳥……タゲリ・クサシギ 。チョウゲンボウ・ハクセキレイ・タヒバリ・ツグミ・

ホオアカ・アオジ

旅 鳥……キアシシギ・ヒメアマッバメ。イカル・コムクドリ

重信川 の南側

留 鳥……ゴイサギ・コサギ・ダイサギ・アオサギ・ トビ。キジバ ト・ヒバリ。セ

グロセキレイ・ヒヨドリ。モズ 。セッカ・ホオジロ 。カワラヒワ・スズ

メ・ムクドリ・ハシボソガラス・ハシブトガ
｀
ラス

夏 鳥……アマサギ・サシバ 。コシアカツバメ・ツバメ

冬 鳥……ハクセキレイ・タヒバリ・ツグミ

旅 鳥……アマツバメ
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つ
４

1.鳥  名

春・秋

***

3.出現度 :

『司

中

低

稀

落

4.生活場所 :

低木林

川 原

水 面

水 辺

構造物

5.時 期 :

節

年

夏

冬

一

季

事 項 説 明

:鳥名の順序はフィール ドガイ ド「日本の野鳥」(日 本野鳥の会編)に

よった。

: その鳥が区域内で観察 される可能性のある季節を示 している。

中 ・…¨留鳥。一年中見られる。

……・夏鳥。冬を除く季節に見られる。

……・冬鳥。夏を除く季節に見られる。

……・旅鳥。春と秋のみに見られる。

……・季節がはっきりしていない。

その鳥が区域内で観察 される可能性を示 している。

……。その鳥のいる時期に観察に行けばよく見られる。

・・。その鳥のいる時期に観察に行けば時々見られる。

…。その鳥のいる時期に観察に行ってもあまり見られない。

…。その鳥のいる時期に観察に行っても稀にしか見 られない。

・・・落鳥。学校の校舎に衝突 して死んで落ちた個体が発見されたもの。

「稀」に含まれるがあえて区別 した。

その鳥が区域内で観察 される可能性のある場所を示 している。す

なわち、その鳥の主な生活場所のことである。

・・・ほとんど上空で観察 される。

…・水田 。畑・休耕田など。

空

畑

地

原

上

田

草

葦

…… 河川敷・土手・茂みなどを含む草地。

……。葦やすすきの群生 している場所のことであるが、一部、低木や竹

林などが混じる場所も含む。

・…。・低木の生えている場所。

…… 川沿いの砂礫地帯。

……・主に水面で観察 される。

……・水のある場所の周辺。

…… 校舎、橋、電線など。

その鳥が区域内で記録 された時期と、記録する可能性のある時期を

示 している。

……・調査区域内で、記録 された時期。

・…・調査区域内で、未記録だが記録する可能性のある時期。
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鳥  名 季節

出

　

現

　

度

生 活 場 所
上
寸

上
　

　

空

田
　

　

畑

卓

　

地

上早
　

原

低

本

林 原

水

　

　

面

水
　
　
辺

構

造

物

111 2「] 3月 4月 5月 6月 711 811 911 1011 1111 12月

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 月1`麦 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

カイツプリ ‐年中 中 ○ ○

マガモ 久
ヽ

中 〇 ○ ○

カルガモ 久
ヽ

中 ○ ○ ○

コガモ 久
ヽ

■
¨ ○ ○ 〇

ンマアジ 春秋 低 ○ O ○

オナガガモ 冬 低 ○ O O

ヒ ドリガモ 久
ヽ

Ｌ

Ｉ O ○ ○

ユ リカモメ 冬 ○ ○ O

アジサン 秋 稀 ○ ○

10 コアジサ シ 星 中 0 O ○

11 ヨンゴイ 夏 低 ○ ○

12 ゴイサギ 一年中 ○ 、ヽ_′ | ○ ○ ○ 〇

13 ササゴイ 夏
二
十 ○ O 0

14 アマサギ 夏
離

‐ ○ ○ ○ （） 0

15 コサギ 一年中 十
同 O 〇 ○ ○ ○ ○

16 チュウサギ 夏 低 ○ ○ ○ ○ ○

ダイサギ 一年中 十
向 ○ O 0 ○

18 クロサギ *** 稀 0 ○

19 アオサギ 一年中 ○ ○ ○ ○ O

20 一年中 低 ○ O ○ ○ 0

21 クイナ 春秋 低 0 ○ ○

22 ヒクイナ 夏 稀 ○ ○ ○
一●
■

23 い卜
，

チコ 夏 ○ O ○

24
イカルチ ド
リ

一年中 ○ （
）
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鳥  名 季 節

出

　

現

　

度

生 活 場 所 ,胡
上
寸

上
　
　

空

田
　
　

畑

車

　

地

上亭
　

原

低

本

林 原

水

　

面

水

　

辺

構

造

物

1月 2月 3月 4月 511 6「 1 7月 8月 9111 loF-1 11月 12月

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 lj後 前 後 前 後 前 後 前 後

25 ムナグロ 春秋 中 ○ ○

26 タゲリ 久
ヽ 稀 Э ○ ○ ○

27 ケ リ 春秋 稀 O ○ ○ ○

28 不ヽ 春秋 低 ○ ○

29 ウズランギ 春秋 稀 O ○

3() ハマンギ 春秋 ○ ○

131
ツバメチ ド
リ 春秋 稀 ○ ○ ○

32 タカブ
'キ

春秋 低 O ○ ○

33 クサンキ 久
ヽ O O ○

34
アナ

・
ア

キ

コ

・
ン

春秋 稀 ○ O

35 イソンギ Ｅ

‐ ○ ○

36
ぃ
ンウヨ

ギ

キ
イ

ンヽ
春秋 中 ○ ○

37
ンヽ

オマ
　
■
ヽ

春秋 中 ○ 0

38 キアンンギ 春秋 一
ロ ○ O

39
ヤンヽウ

ギ
ュ

ンヽ

チ

ク 春秋 低 〇 ○ ○ ○

4() タンギ 冬
七

‐ O ○ ○ ○

41 ミサ ゴ *** 稀 ○ ○

42 トビ 一年中
カ

ー 0 ○ ○ ○

.13 サ ンバ 夏 稀 ○

14 オオタカ 久
ヽ 低 O O ○ ○

15 ハイタカ 久
ヽ 稀 0

Ｔ
●
………‥

‐16 ハヤブサ Ｆ

‐ 稀 ○ ○ ○
■

，
■

.17
チ

ボ 冬 低 O ○ ○

48 コ ミミズク 久
ヽ 稀 ○ ○
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鳥  名 季節

出

　

現

　

度

生 活 場 所 llキ 期

売
工

田

　

　

畑

草

　
　
地

土■
　
　
　
膚
杯

低

木

林 原

水

　
　

面

水

　
　

辺

構

造

物

1 ll 2り l 3月 l Fl 5月 t'|| 71] 811 911 1011 11月 121‐ 1

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

49 フ クロウ *** 稀 ○

50 アオバズク 夏 稀 ○

51 コジュケイ *** 稀 ○

52 キ ジ 一年中 中 0 （
） ○ ○

●
Ｉ
¨

53 キジバ ト 一年中 O O ○ ○ O 0

54
ヒメアマ ツ
バ メ 春秋 稀 O

7<'/ /il 春秋 低 ○

56 カワセ ミ 年中 0 0 0 （
）

57 ヒバ リ '+rlr 占
「 0 ○

58
コンアカツ
バ メ 夏 低 ○ O

59 ツバ メ 夏
〓［
「 O ○ 〇 ○ ○ O

60 キセキレイ 一年中 （し O O ○ 0

61
ハクセキレ
イ

冬 一
い O O 0 ○ O

62
セグロセキ
レイ

一年中
置
司 （

） ○ O ○ |、

_ソ

63 ビンズイ 春秋 低 ○

64 タヒバ リ 久 十
日 O ○ O

65 ヒヨ ドリ 一年中
■

，，， 0 O O O

66 モ ズ 年中 十
祠

（
） ○ 0 0 O

67
+v>rr
ク

春 稀 ○

68 ノゴマ 春秋 洛

69
キ

ョウピ タ
久 O O ○

70 ノビタキ 春秋 低 ○ ○

71 トラツグミ 冬 稀 （
）

72 アカハ ラ 春 稀 O 0 O 0
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.鳴  名 季 節

出

　

現

　

度

生 活 場 所
上
寸

上
　
　

空

田
　
　

畑

草
　
　
地

上■
　
　
　
　
隋
外

低

木

林 原

水

　

面

水
　
　
辺

構

造

物

1月 2月 3月 4月 5月 6月 711 8月 9「 ] 10月 1lll 121]

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

ア〔3 ンロハ ラ 久
ヽ

低 0 ○ O ○

74 ツ グ ミ 久
ヽ

0 ○ O O rヽ | Э 0

ウグイス 」「
， ○ ○ ○

76 ャブサ メ 春秋 落
―‥―‥
●

77 セ ンカ O ○ ○

78
オオヨンキ
リ

夏
十
日 0

79 キビタキ 春秋 稀 0 ○

8() オオルリ 春秋 落

81 ツリスガラ 来
ヽ 稀 O

82 メ ′
・

ロ 久
ヽ 稀

83 ホ オ ブロ 一年中 古
同

（
） ○ ○ ○ ○ 0 0

84 カンラダカ 冬 低 O ○

85 ホオアカ 冬 低 0 ○

86 アオジ 冬
■
い |、_ノ

| 0 ○ O ○

87
ユ

．ヽ
ン ス

ヽ
低

88 カワラヒワ O 0 0 0 0 ○

89 コイカル 春秋 稀 〇

90 イカル 春秋 稀 ○

91 スズメ ^年 中 O O ○ O ○ O

92 ムク ドリ ^年 中 十
向 0 O 0 O O

93 コム クトリ 春秋 ○ O ○

94
ハ ンボソガ
ラ ス

一年中 十
祠 ○ ○ 0 ○

95
ガシ

ス

ハ
　
ラ

（
） O O 0 ○
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※ 区 域 内

県  内

調査区域内で観察できる季節の表示

愛媛県内で観察できる季節の表示

鳥    名

調査区域内における観察の記録 と説明

区域内/県 内

1 カイツブリ 少数が重信川や豚小屋用水路に生息しているc中川原橋のすぐ東に

多く、繁殖期や水の少ない夏期の記録はない。留 鳥 /留 鳥

2 マガモ 冬期に数羽見られる。コガモやヒドリガモと一緒にいることが多い。

川の水量が減少すると移動するため、全く見られないこともある。冬 鳥 /冬  鳥

3 カルガモ マガモと同じく数羽が越冬するЭ 6月 L旬 までいた記録があるが、

繁殖は確認されなかったc雌雄同色で地味である。冬 鳥 /留  鳥

4 コガモ 調査区域内で記録 されたカモ類の中で個体数が最も多く、ま

見られるc川 に水が少ないときは、豚小屋用水路の湿地にい

が多いc

たよく

ること

冬 鳥 /冬 鳥

5 ンマアジ 春と秋の渡りの時期に立ち寄るカモであるc記録は少なく、 1

羽が豚小屋用水路などで観察されているだけであるc

2

旅 鳥 /旅  鳥

6 オナガガモ ヒドリガモの群れの中に数羽 :・ ;l察 される程度である.重信人橋のあ

たりまで
｀

11っ ている.1牡二 ||11つ のです ぐ分かる.冬 鳥 /冬 鳥

ヒ ドリガモ 調査区域内でコガモの次に多いカモで、数羽から |‐数羽の群れをつ

くる.カ モ類は中川原橋のすぐ東に多く見られ、|ま ば定着している

ようであるっ冬 鳥 /冬  鳥

8 ユ リカモメ 調査区域内では通過する群れを見かける程度である。その群れは重

信大橋付近で生活 している個体 と思われる。冬 鳥 /冬 鳥

9 アジサン 1989年 8月 27日 、前日台風が通過して増水した豚小屋用水路付近で、

数 |―羽の群れを記録した.旅 鳥 /旅 鳥

10 コアジサン 4月 下旬t,頁 から1, 2羽 が通過するのを見かけることがある。残念

ながら繁殖は未確認であるcキ リッ、キリッと鳴く.夏 鳥 /夏  鳥

11 ヨンゴイ 豚小屋用水路の葦原で 2回観察記録がある。ともに6月 の記録であ

り、他の時期にもいると思われるが、まだ確認されていない。夏 鳥 /夏 鳥

12 ゴイサギ ―‐
年中生息 しているが、特に日暮れ時には多く見られるしかきつば

たi争水ナ場の市イ則の林をねぐら|[し ていたことがある. グワッと [:く c留 鳥 /留 鳥
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13 ササゴイ 4月 下旬頃から目立ち始める。川のそばに1羽単独で見られること

が多い。日中も比較的よく活動している。キューと鳴く。夏 鳥 /夏  鳥

14 アマサギ 夏の夕方、ねぐらに帰 る群れが川を下って行 くのをよく見かける。

秋、増水 した川辺の草地にくることもある。夏 鳥 /夏  鳥

15 コサギ この辺りで最もよく見られるサギである。以前、かたつばた浄水場
の林をねぐらにしていた。春から夏にかけて嘴の基部が赤色になる
個体がある。留 鳥 /留 鳥

16 チュウサギ 数が少なく、川よりも農耕地を好むためあまり見られないが、時々
川で餌を採っている個体を見ることがある。夏羽の嘴の基部は黄色
である。夏 鳥 /夏  鳥

17 ダイサギ 区域内ではしばしば見られる。首が非常に長 く、夏羽の嘴の基部は
青緑色Oコ サギ、チユウサギ、ダイサギをまとめてンラサギと呼ぶ
ことがある。留 鳥 /留 鳥

18 クロサギ 1988年 8月 6日 、サンパークの南の川原に3羽飛来した。普通、海

岸に生息しているため、なぜここで記録されたのか不明である。***/留 鳥

19 アオサギ ダイサギと同 じくしばしば見られる。最も大 きなサギでよく日立つ。

川に水がないときは下流に下ってしまう。留 鳥 /留  鳥

2() バ ノ 一年中生息していると思われるが、あまり見られない。記録は豚小

屋用水路の湿地に多い。繁殖は未確認である。留 鳥 /留 鳥

21 クイナ 冬鳥の可能性はあるが、 4月 から5月 にかけての記録しかない。す
べて豚小屋用水路の湿地での 1羽のみの記録である。すぐ隠れてし
まう。旅 鳥 /冬 鳥

22 ヒクイナ 1992年 6月 19日 に声を記録 し、同年 9月 18日 には姿を、それぞれ 1

羽確認 した。なかなか姿 を現 さない。夏 鳥 /夏  鳥

23 コチ ドリ 3月 下旬から9月 頃まで記録がある。イカルチ ドリに比べて個体数

が少なく、 1, 2羽見られる程度である。夏 鳥 /留  鳥

24 イカルチ ドリ 一年中記録があり、春頃からピッピッピッと鳴きながら飛んでいる

のをよく見かける。コチ ドリとともに川原で繁殖している。留 鳥 /留  鳥

25 ムナグロ 春、特に4月 下旬から5月 上旬にかけて川原で 1羽 から数羽見られ

る。秋にも記録があるが、ピークは4月 下旬と思われる。
旅 鳥 /冬  鳥

26 タゲリ 過去に3回記録がある。冬期に1度、河川敷で記録された以外は、

秋に渡りの群れが上空を通過するのが日撃されたのみである。冬 鳥 /冬  鳥
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27 ケ リ 1992年 4月 21日 に、川の上流に向かって飛んで行く個体が1羽 目撃

された。渡りの途中と思われる。旅 鳥 /冬  鳥

28 トウネン 春と秋に数羽が渡来する。記録は4回 と少ない。あまり川の中流域

には上がってこないものと思われる。旅 亀 /旅  鳥

29 ウズラシギ 1992年 9月 1日 、ハマンギの群れといっしょに 1羽記録 された。水

田によく見 られる種類なので、川原で記録することは少ない。旅 鳥 /旅  鳥

30 /\? )/ +' 4月 から5月 と9月 上旬に川原や湿地で記録がある。普通は数羽で
いることが多いが、20羽 を超えたこともある。ピークは 5月 上旬と

思われる。旅 鳥 /冬 鳥

31 ッバメチ ドリ 1993年 5月 29日 に1羽記録された。上空を高速で飛び回り、下流ヘ

飛んで行ってしまった。飛ぶと腰が自く見える。旅 鳥 /夏 鳥

32 タカブシギ 今のところ春の記録しかない。4月 下旬から5月 上旬にかけて 1羽

ずつ観察されている。記録はそれほど多くない。旅 鳥 /旅  鳥

33 クサンギ 秋から春にかけて普通、 1, 2羽が見られるc 7月 上旬から5月 下

旬まで記録があり、 6月 のみ記録がない。冬 鳥 /冬  鳥

34 コアオアシンギ 1992年 9月 16日 に 1羽 、川原で記録 された。アオアシシギとよく似

ていて、識別が非常に難 しい。旅 鳥 /旅  鳥

35 イソンギ 唯一、一年中記録のあるシギ類である。繁殖期に記録があるので、

その繁殖が期待されるがまだ未確認である。今後、注目すべき鳥で

ある。留 鳥 /留  鳥

36 キ ョウジョンギ 今のところ 5月 の記録 しかなく、他の時期の記録が期待 される。ピ

ークは 5月 上旬と思われるcン ギ類の中では比較的識別が容易であ

る。旅 鳥 /旅  鳥

37 アオアンシギ 5月 と、 7月 下旬から11月 上旬にかけて記録がある。足は緑青色で、

飛ぶと尾から腰が自ぃ。キョーキョーキョーと鳴く。旅 鳥 /旅  鳥

38 キアンシギ 4月 下旬から6月 上旬、 7月 下旬から11月 上旬に記録がある。足は

黄色で、よくピュイーと鳴 きながら飛ぶ。イ固体数が多く、よく見 ら

れる。旅 鳥 /旅 鳥

39 チュウンャクンギ 嘴が長く下に湾曲しているシギ類である。春秋に記録があるが少な

い。重信川河口には多数渡来している。旅 鳥 /旅  鳥

40 タシギ 冬鳥として川辺の湿地などに普通に渡来する。地味な鳥で、じっと

していることが多いので見逃されゃすい。嘴はまっすぐで長い。冬 鳥 /冬 鳥
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41 ミサゴ 1991年 7月 8日 に1羽記録がある。一年中記録する可能性があるが、

重信川中流域での記録は少ない。***/留 鳥

42 トビ 一年中記録があるが、時々現れる程度である。上空を旋回している

ことが多く、からだが大きいのでよく日立つ。留 鳥 /留  鳥

43 サシバ 1990年 6月 2日 に 1羽、伊予市の山の上空で記録 したことがある。

平地にはめったに現れないので、調査区域で見ることはまずない。夏 鳥 /夏  鳥

44 オオタカ 冬期、川の上空での記録が7回 ある。ハイタカとよく似ていて、見

分けるのは難しい。タカ類が現 れることは少ない。冬 鳥 /冬 鳥

45 ハイタカ オオタカとよく似ているが、しやや小さめである。記録はオオタカよ

り少なく3日 しかない_冬 鳥 /冬 鳥

46 ハヤブサ これまでに10回 、時期はばらばらであるが一年中記録がある。夏期
に記録 された個体は若鳥である。一度だけ小鳥を捕 らえたのを目撃
した。留 鳥 /留  鳥

47 チョウゲンボウ 農耕地に生息 しているため、記録する可能性は高いが、 5回 しか記

録がない。尾が長いのが特徴である。冬 鳥 /冬  鳥

48 コ ミミズク 1992年 12月 22日 に 1羽 、学校南の川沿いの草地で記録 した。大きな

からだのわりには羽音をたてずに飛ぶ。冬 鳥 /冬 鳥

49 フクロウ 1990年の10月 から11月 にかけて 2回 、サンパークの林で 1羽記録 し
た。普通は山で生活するので、移動の途中立ち寄ったものと思われ
る。***/留 鳥

5() アオバズク 1993年 6月 7日 の午後 8時頃、学校付近の低本林で 1羽 、声を記録

したoホ ツホ~、 ホ ノホ~と よく鳴 く。夏 鳥 /夏  鳥

51 コジュケイ 1993年の5月 から6月 にかけて数回、それぞれ 1羽の声を記録 した。
今後も記録する可能性があるЭピクピィー、ピクピィーと大 きな声
で鳴 く。***/留 亀

52 キ ジ 一年中草原で生活している。春から夏には大声でケンケーンと鳴く。

冬はあまり姿を見せず、記録が少ない。日本の国鳥である。留 鳥 /留  鳥

53 キジバ ト 一年中普通にいる鳥であり、市街地でも本があれば見られるcヤマ
バ トと呼ぶ人もいる。神社や公園にいる灰色のハ トはドバ トで、野
鳥ではない。留 鳥 /留 鳥

54 ヒメアマ ツバ メ 1991年 4月 13日 に一度だけ、学校付近の上空で 1羽記録された。は

っきりした記録ではないが、たぶん間違いないと思われる。旅 島/留 鳥
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55 アマ ツバ メ 春と秋に川の上空 を通過する。普通数羽が見られる程度だが、時に

は数十羽の群れになることもある。ッバメよりも体が大 きく、翼が

長い。旅 鳥 /夏  鳥

56 カワセ ミ 一年中見られるが、夏の記録は少ない。個体数は一時 3, 4羽 だっ

たが、最近は 1, 2羽の記録がほとんどである。留 鳥 /留  鳥

57 ヒバ リ 春先から上空でさえずり始め、春を感じさせる鳥である。一年中見

られ、個体数も多いc見た日は地味な鳥である。留 鳥 /留  鳥

58 コシアカツバメ 1991年 と1992年の 6月 頃、中央高校にきて繁殖を試みたが、巣を作

るとすぐにスズメに奪われてしまい、まだ繁殖に成功していない。夏 鳥 /夏 鳥

59
｀
ツバ メ 3月 頃から見 られ始め、 4月 には普通に見られるようになる。個体

数は多く、川の上空を飛び回っている。学校では普通に繁殖 してい

る。夏 鳥 /夏  鳥

60 キセキレイ ほとんど一年中記録があるが、繁殖は別の場所で行うため、その期

間はまず見られない。1固 体数は少なく、 1, 2羽が観察されるのみ

である。留 鳥 /留  鳥

61 ハクセキレイ 9月 下旬から姿 を現 し、4月 下旬までに渡って行 く。個体数は多く、

川原などで普通に見られるc冬 鳥 /冬 鳥

62 セグロセキレイ 一年中見られ、普通に繁殖している。セキレイ類は主に川原で見ら

れ、千本はスマートで尾が長く、よく尾を上下に振る。留 鳥 /留 鳥

63 ビンズイ 春と秋に上空を通過していく個体が見られるG主に10月 下旬から11

月 L旬 にかけての記録であるが少ない。セキレイの仲間である。旅 鳥 /留  鳥

64 タヒバ リ 冬鳥として川原や畑などで生活している。個体数は少なくないが、

地味な鳥なので目立たない。セキレイの仲間である。冬 鳥 /冬  鳥

65 ヒヨドリ 留鳥として低本林などで普通に見られる。校庭にも木ノ実を食べに

やってくる。春や秋には渡りの小群が観察されることがある。留 鳥 /留  鳥

66 モ ズ 一年中普通に見られる。よく本の枝に止まっていて、長めの尾を振

ったり回 したりしている。ギチギチギチ¨̈ と̈か、キ イーなどと大

声で鳴 く。留 鳥 /留 鳥

67 キレンジャク 1993年 4月 21日 に1羽、学校正門付近の本に止まっているのを記録

した。レンジャク類は主に春、群れで低本林等にやってくる。旅 鳥 /旅 鳥

68 ノ ゴマ 1990年 5月 、校舎付近で死んでいる個体を1羽記録した。渡りの途

中、誤って校舎の窓に衝突したものと思われる。旅 鳥 /旅 鳥
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69 ジョウビタキ 冬鳥として川沿いの草原などに渡来する。きれいな鳥で、ヒッヒッ

とかカッカッなどと鳴く。個体数はそれほど多くない。冬 鳥 /冬  鳥

70 ノビタキ 旅鳥として春と秋に立ち寄る。ほとんどが4月 と10月 の記録で、そ

れぞれ1羽ずつである。豚小屋周辺での記録がほとんどである。旅 鳥 /旅 鳥

71 トラツグミ 1990年 2月 12日 に1羽 、かきつばた浄水場のそばの低木林で記録し

たことがあるだけである。冬 鳥 /留  鳥

72 アカハ ラ 1993年 4月 19日 、学校南の川原で 1羽記録した。渡りの前と思われ

る。それほど個体数の多い鳥ではない。旅 鳥 /冬 鳥

73 ンロハ ラ 冬鳥として川沿いのやぶに生息 している。近づ くと逃げるので見つ
けられるが、普段はやぶに隠れていてあまり見られないので記録も
少ない。冬 鳥 /冬  鳥

74 ツグ ミ 冬鳥として農耕地、河川敷、川原などで観察できる。個体数が多く

よく見られる鳥であり、学校の芝生にもよく来る。冬 鳥 /冬  鳥

75 ウグイス 一年中やぶや葦原に生息しているが、秋から冬は目立たない。春は

ホーホケキョと鳴く。冬はチャッ、チャッと小さな声で鳴く。留 鳥 /留  鳥

76 ヤブサメ 1992年 10月 29日 、校舎付近で死んでいる個体が1羽見つかった。ノ

ゴマと同様に渡りの途中に死んだものと思われる。旅 鳥 /夏  鳥

77 セ ッカ 春から夏にかけて、草原の上空でヒッヒッ……、チャッチャッ……
と鳴いている。一年中生息しているが、冬に見つけることは容易で
はない。留 鳥 /留  鳥

78 オオヨンキリ 4月 下旬頃渡ってきて、葦原に生息する。ギョギョシ、ギョギョン

と濁った声で鳴く。鳴くと口の中が赤っぱいのがよく見える。夏 鳥 /夏  鳥

79 キビタキ 1991年 4月 13日 に1羽、豚小屋用水路の茂みで記録した。渡りの途

中立ち寄ったもので、じっくり観察できた。旅 鳥 /夏 鳥

80 オオルリ 1992年 4月 下旬、校舎付近で死んでいる個体が1羽見つかった。春

と秋は、校舎付近を探せばこのような落鳥が見つかる可能性がある。旅 鳥 /夏  鳥

81 1988年 3月 19日 に6羽、1993年 5月 1日 に1羽 、それぞれ葦原で記

録された。非常に小さい鳥で葦に紛れるとなかなか見つけられない。

冬から春にかけて、川沿いの低本林で見られることがある。あまり

記録がなく、観察するチャンスは少ない。

ツリスガラ

冬 鳥 /冬  鳥

メジロ

冬 鳥 /留  鳥

82
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83 ホオジロ 一年中普通に見 られる。よく本や草の先に止 まってさえずっている。

河川敷、草むら、田畑など、いろいろな場所で観察 される。留 鳥 /留  鳥

84 カシラダカ 冬鳥として渡来するが、あまり記録がない。少し上流の草地には多

く生息している。ホオジロに似ている。冬 鳥 /冬  鳥

85 ホオアカ 冬鳥として渡来するが、1固体数が少ないこともあって、記録はほと

んどない。背丈の低い草地に生息している。冬 鳥 /留  鳥

86 アオジ 冬鳥として川沿いの茂みなどに渡来する。個体数は多いが、人が近
づくとすぐ茂みに隠れてしまうため、なかなか観察することができ

ない。冬 鳥 /冬 鳥

87 オオジュリン 冬鳥として葦原に渡来する。個体数が多くないうえに、葦に紛れて

見つけるのが喫筐しい鳥である。チュイーン、チュイーンと鳴く。冬 鳥 /冬  鳥

88 カワラヒワ 一年中見られるが、繁殖期にはほとんど記録がない。冬の間は、数

|一 から数百羽の群れをつくり、川沿いの草地などで生活している。留 鳥 /留 鳥

89 コイカル 1991年 4月 13日 、かきつばた浄水場付近の林で十数羽の群れを記録

した。近 くでは椿神社でよく見 られる。旅 鳥 /冬  鳥

90 イカル 1990年 4月 10日 、かきつばた浄水場の北で十数羽の群れを記録した。

コイカルとよく似ている。旅 鳥 /留 鳥

91 スズメ 一年中普通に見られる。学校周辺や豚小屋付近、章原などで生活し

ている。人の住んでいる所ならたいてい見られる。留 鳥 /留 鳥

92 ムク ドリ 一年中普通に見られる。繁殖期以外は大群をつくる。キュルキュル

とかジャージャーなどと大声で鳴く。留 鳥 /留  鳥

93 コムクドリ 春は川沿いの低木林で見られる。数羽または十数羽の群れで行動す

る。秋はムクドリの群れの中に混じっている。旅 鳥 /旅  鳥

94 ハ シボ ソガ ラス 一年中見られるが、個体数はそれほど多くない。嘴が細く、ガーガ

ーなどと濁った声で鳴く。農耕地や川原などに多い。留 鳥 /留 鳥

95 ハシブ トガラス 一年中記録があるが、個体数は少ない。嘴が太 く、カーカーなどと

澄んだ声で鳴 くことが多い。市街地から山地 まで、幅広 く生活 して

いる。留 鳥 /留  鳥
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フィール ドスコープを使いながら豚小屋付近で

重信川の野鳥を観察。

1993年 4月

フィール ドスコープと双眼鏡を使いながら中央高校

近 くの重信川の川原で野鳥を観察。

1993年 7月
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柿の本の枝に

とまるモズ

(1993年 3月 撮影 )

草むらに紛れるアオジ

(1993年 3月 撮影 )

魚をねらうコサギ

(1991年 5月 撮影 )

-20-



あ と が き

バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 部

顧間 佐 野 章 雲

実のところ、この中央高校の付近だけで、年間を通 じて95種類もの野鳥を見るこ

とができることに驚いている。バー ドウォッチング部創設以来の記録と、現在の部

長の小川君の個人的な記録を照合 し、この冊子を完成させたのであるが、こんなに

いろいろな種類がいるとは驚きだった。

この冊子は、過去 7年間に、中央高校付近で記録 された野鳥のそれぞれの時期や

状況、あるいは特徴などを中心として書かれており、一般的な野鳥の解説書とは異

なっている。そこで、日本野鳥の会の発行 している「フィール ドガイ ド日本の野鳥」

や、愛媛県支部が発行 している、観察ガイ ドブック「はばたき」などを参照 しなが

ら、この冊子を見ていただくと、中央高校付近の野鳥について、もっとよく知って

もらえることと思います。

最近は、中央高校付近の重信川も、オフロー ド車やモ トクロスのバイクなどが走

ることが多くなり、コチ ドリやイカルチ ドリの巣や卵が壊されたり、また、高速道

路の河川工事のせいか、以前はよく見られたカワセ ミがあまり見られなくなってい

る。時代の流れとは言え、人間の生活がいろいろな方面で野鳥の生活を圧迫 してい

る。このままいくと、現在見れる鳥ですら将来、あまり見られなくなるかも知れま

せん。自然環境の保護が求められている今日、部員たち力瀬雀認 しただけでも、95種

類もの野鳥のいる重信川を、いつまでも野鳥の楽園として、守っていきたいもので

す。

平 成 5年 9月 20日
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バー ドウォッチング音S員

1期 生  ○梅木 達也  栗原 高亮  清水 大輔  関  清仁

永安 聖二  森本 和則

2期 生  o大 西秀次郎  富岡 秀幸  武市美枝子  谷 千寿子

中村  綾

4期 生  ○越智 敏幸  加藤  宝  松友  崇  伊藤みはる

一九二
―
コ 明子

5期 生  〇小川 次郎  新井 ネ右子  阿部 史子  丼伊 直美

井上 栄子  小西 末由  丹生谷礼香

7期 生   佐藤真一郎  山下 洋平  宇都宮芳江  戒田 智子

金和理恵子  田中 恭子  谷  真木  鳥生 明子

○印は部長

(表紙 セグロセキレイ)
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